
アンケート調査結果報告書（案）の構成について 

１．趣旨 

 いきいきふっつ障がい者プラン第７期障害福祉計画（第３期障害児福祉計画）を策定する

ために実施したアンケート調査を集計・分析し、その結果をまとめました。 

 

２．各章の説明 

第１部 当事者アンケート調査 

１）調査の概要（P1～2） 

   調査の目的、対象、期間、方法、回収結果などについて示しています。 

   1,500 人（身体障がい 750 人、知的障がい 300 人、精神障がい等 400 人、児童発達支援

受給者証所持者 50 人）に同一のアンケートを送付し、744 人から回答があり、回収率

は 49.6％でした。 

   また、表記について共通事項や記載している文言等の説明をしています。 

 

２）調査結果（P3～71） 

  今回のアンケート調査は、国が示すアンケート調査票（例）を基本に市独自の設問と

して、「引きこもりに関すること」、「相談支援に関する満足度やニーズ」、「障害福祉サ

ービス全般に関する満足度や二ーズ」、を加えて作成し、その結果を次のとおり整理し

ています。 

 

アンケート調査を 11 項目に分類し、全 48 問をそれぞれの設問毎に 

 ↓ 

単純集計（分析・グラフ） 

 ↓ 

障がい別の集計（分析・グラフ）※必要に応じて 

 ↓ 

クロス集計（分析・グラフ）※必要に応じて 

 

このうち、市独自の設問に関するアンケート結果とクロス集計をした項目については、

以下のページに記載しています。 

① 市独自の設問に関する結果 

㋐ 引きこもりに関すること（P26～27） 

㋑ 相談支援に関する満足度やニーズ（P41～43） 

㋒ 障害福祉サービス全般に関する満足度や二ーズ（P57～58） 

 

② クロス集計をした項目 

㋐「現在の住まいの状況」と「今後３年以内の暮らしの希望」（P18） 

㋑「今後３年以内の暮らしの希望」と「希望する暮らしを送るための必要な支援」

（P20） 
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㋒「仕事をしている人と、仕事をしたい人」と「就労に関する支援策」（P34） 

㋓「相談先」と「相談した結果や対応の満足度」（P42） 

㋔「相談・支援先や制度の認知状況」と「年齢別」（P44～45） 

㋕「富津市の住みやすさ」と「年齢別」（P64～65） 

㋖「今後の障がい福祉の施策への要望」と「年齢別」（P69・70） 

 

③ 最後に記述式で回答を求めた自由回答（P72～75） 

回答者の生の声を届けるため、計画策定に関すると思われる意見を 19 項目に分類し、

代表的な意見を一部要約した状態で掲載しています。 

 

３）調査結果のまとめ（P76～80） 

   顕在化した課題のうち、特に重要であると考えられる項目を９に分類して整理してい

ます。 

 

第２部 事業所アンケート調査 

１）調査の概要（P81） 

   調査の目的、対象、期間、方法、回収結果などについて示しています。 

   43 の事業所に同一のアンケートを送付し、29 の事業所から回答があり、回収率は

67.4％でした。 

 

 ２）調査結果（P82～101） 

① ７項目に分類し、全 15問あり、記述式の項目以外の設問は、単純集計（分析・グラフ）

で掲載しています。 

② 最後に記述式で回答を求めた自由回答（P102） 

事業所の声を届けるため、計画策定に関すると思われる意見を５項目に分類し、代表

的な意見を一部要約した状態で掲載しています。 

 

３）調査結果のまとめ（P103～104） 

   顕在化した課題のうち、特に重要であると考えられる項目を５に分類して整理してい

ます。 

 


